
活動名：第２７回Ｍｅ＆ＹＯＵサッカ－フェスティバル 

日 程：令和６年７月２７日（土）・２８日（日） 

会 場：あづま総合運動公園 

参 加：L100 ９名 

帯 同：熊坂コーチ 

サポート：貝和コ－チ 

結 果：初日・リーグ戦 

VS船引ＳＳＳ     0：2 

VSＮＦＣビバ－チェ   ０：１ 

ＶＳ松川ＳＳＳ     ４：０ 

※リーグ 3位・Ｙｏｕトーナメント（９～１６位）へ 

 

２日目・Ｙｏｕトーナメント 

ＶＳ蓬莱ＳＳＳ     １：１ ＰＫ２－３ 

ＶＳあだちＪＳＣ    ３：０ 

ＶＳリベルタ Ｕ１１  ０：１ 

最終順位 １４位／２４チーム 

  

報告 

テーマ 

   攻撃の選択肢を増やす為に足元のパスばかりでなく味方を走らせるパスでＤＦの裏

を狙ってみること。また、パスを受ける選手はオフサイドに気を付けること。 

 ドリブルで一人交わすことが出来るとチャンスになるので、相手が嫌がるところで

積極的にチャレンジすること。 

自分のシュ－トレンジではコースが空いていれば積極的に狙うこと。 

自陣ゴール前での守備は細かいことをやらずにプレ－をはっきりすること。 

裏を取られないポジショニング、またカバ－リングも意識すること。 

   相手以上に走らないと勝つことは難しいので運動量をあげること。 

 

良かったところ 

   テ－マに掲げていた味方を走らせるパス、相手ＤＦの裏を取ることが出来ました。 

    選択肢が増えたことで攻撃が単調にならず良かったです。またＦＷの選手もオフサ

イドを気にしながらプレ－出来ていました。 

 

全員がゴールへの意識が高く積極的にシュ－トを狙っていました。 

前回帯同した常葉カップの時はゴールへ向かうプレ－が少なったので、こうした意

識の変化が成長につながる事なので嬉しく思いました。 

    

２日目にはサイド攻撃からクロスではなくマイナスのパスから崩して得点を決めた

場面がありました。自分のやりたいプレ－をがむしゃらにやるのではなく、味方と



相手・スペ－スを見て判断しないと出来ないプレ－なのでとても素晴らしかったで

す。 

 

初日・ビバ－チェ戦、２日目・蓬莱戦、この２試合がとにかく最高でした。 

２試合共負けた試合なのですが、今まで見たことがない選手達の集中力の高さと勝

ちたいという気迫に私自身圧倒されましたし、感動させられました。 

強い相手に一歩も引けを取らず、むしろ押し気味に試合を運べたことは選手達にと

って大きな自信になったのではないかと思います。またひ弱な感じのチームだった

のが殻を破り、チームとして一回りも二回りも成長出来たのではないかと思います。 

私の考えるこのチームの限界値を超えてくれました。どこまでこのまま成長してい

ってくれるのかとても楽しみです。 

 

  課題 

    まず最初に浮かぶのは走れていないということでしょうか。 

    素晴らしい試合もありましたが、全く走れていない試合もありました。 

    ２日間・６試合で安定したパフォーマンスを出せるだけの体力がないですね。 

    夏休み中に毎日少しづつでも暑さに慣れるように努力して欲しいと思います。 

 

  声を出すことを何度も選手達には伝えましたがあまり変化が感じられませんでし

た。また疲れてくると全く声が出ていませんでした。疲れている時ほどチーム全

員で声を出して支え合って頑張って欲しいのですが・・・。 

  またチーム力を高めていく上では仲間への要求やコ－チングが必要不可欠です。 

  特に６年生には自覚と責任を持って取り組んで欲しいと思います。 

 

  試合開始から激しいプレッシャ－で相手を圧倒して自分達のペ－スで試合を運ん

で欲しかったのですが、相手に合わせてしまうところがありました。 

試合の前半が悪く、後半に修正してという試合がほとんどでした。後半のプレ－

が前半から出せれば主導権を握れて自分達自身ももっと楽に戦えただろうなぁと

思いました。 

 

  ドリブルで突破されるシーンが多く、失点に繋がっていました。 

  ドリブルする相手に不用意に飛び込んでいましたし、体を使わず足先だけの軽い

プレ－もありました。こういった守備の対応の悪さもありますが、ボールへの寄

せが遅くてスピ－ドの乗ったドリブルをさせていることも問題です。 

  ４月からずっと言い続けていますが攻守の切替を早くするようにして欲しいと思

います。 

 

  出来事 

    蓬莱さんとの試合が終わり両チ－ム選手が相手チ－ムのベンチへ挨拶に行きまし 

た。戻る際に両チ－ムの選手がすれ違う時に蓬莱さんから手を出して、アーレの選



手達がタッチで応えていました。 

真剣勝負でお互い本気でぶつかり合えたからこそ心が通じ合ったのではないでし

ょうか。そんな素晴らしい相手と試合が出来たことが何より大きな財産になった

のではないかと思います。 

     

    初日の渡部様、２日目の三部様には写真撮影のお願いし、快く引き受けて下さり

ありがとうございました。お子様の応援に集中出来なくて大変申し訳ありません

でした。 

 

    熱中症が心配でしたがご父兄の皆様の協力により無事に大会を終えることが出来

ました。ありがとうございました。 

    今後もア－レの活動にご理解とご協力をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


